
【収入保険】私の選択・加入者の声

（ 農業共済新聞 2024年9月4日付 3面「収入保険 私の選択」より要約）

茶農家の五代目として、茶と芽キャベツを栽培。カフェもオープンし、浜松茶で地域を活気づけた
いと考えています。茶業界では茶葉の需要が減少。ペットボトル茶の普及や、葬儀スタイルの変容に
よる香典返しの減少が影響し、収入が減り、保険金等を受け取りました。茶農家として経営できてい
るのは収入保険のおかげです。
収入保険は、病気やけがなどの備えにもなり、家族や従業員を守ることのできる安心材料と考えて

います。価格変動などで茶の経営が難しくなった時でも、保険金等を活用し、芽キャベツ栽培への転
換で経営を立て直すことができています。数km先に海があり、台風で塩害が頻発します。芽キャベツ
や秋冬番茶の被害が想定されるので収入保険はありがたいです。
経営面では、正社員の雇用と自販率の向上を目指しています。ハーブ茶や有機栽培茶にも挑戦し、

移り変わるニーズに応えることができるよう、努力していきます。

【 静岡県浜松市 須山 純治 さん 】

経営規模＝茶750アール、芽キャベツ20アール

「収入保険は
家族や従業員を守る安心材料」


